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昨
年
十
月
十
四
日
に
大
変
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ

り
設
立
総
会
を
開
催
し
、
現
在
二
百
十
六
名
の
会
員
に
ご

参
加
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
設
立
総
会
で
お
示
し
し

た
活
動
基
本
方
針
の
と
お
り
、
皆
様
の
活
動
成
果
を
発
表

し
て
い
た
だ
く
場
、
情
報
交
換
の
場
、
県
内
、
全
国
の
仲

間
達
と
の
交
流
の
場
、
そ
し
て
新
し
い
情
報
発
信
の
源
と

し
て
頑
張
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
私
自
身
誠
に
恥
ず
か
し

い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
郷
土
の
歴
史
に
関
し
て
あ
ま

り
関
心
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
、

平
成
六
年
度
か
ら
九
年
度
末
ま
で
の
四
年
間
、
岡
山
城
築

城
四
百
年
事
業
の
責
任
者
と
し
て
初
め
て
岡
山
の
礎
が
宇

喜
多
直
家
・
秀
家
父
子
に
よ
っ
て
創
ら
れ
た
こ
と
を
実
感

し
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
も
各
地
で
郷
土
の
歴
史
を
顕
彰
し
、
そ
れ

を
生
か
し
た
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。

岡
山
歴
史
研
究
会
は
そ
う
し
た
活
動
を
皆
様
の
連
携
プ

レ
ー
に
よ
り
岡
山
か
ら
全
国
に
情
報
発
信
す
る
た
め
に

も
、
こ
の
会
報
を
充
実
し
て
い
く
た
め
に
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
し
て
創
刊
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

『
岡
山
歴
史
研
究
会
』は
会
員
一
九
一
人
で
発
足
し
、「
全

国
歴
史
研
究
会
」58
番
目
の
連
携
団
体
に
加
わ
り
ま
し
た
。

後
楽
園
内
の
鶴
鳴
館
の
大
広
間
で
開
催
、
一
二
一
人
の
出

席
で
会
場
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。

初
代
会
長
に
は
前
岡
山
市
副
市
長
の
天
野
勝
昭
氏
（
65

歳
）
を
決
め
、
今
年
度
は
、
例
会
、
会
報
の
発
行
、
23
年

秋
の
全
国
大
会
「
吉
備
の
国
・
岡
山
大
会
」
の
準
備
等
を

行
う
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
会
長
に
選
ば
れ
た
天
野
氏
は

「
岡
山
の
将
来
に
と
っ
て
、
歴
史
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
が
重
要
。
岡
山
か
ら
も
歴
史
情
報
を
全
国
に
発
信
し
て

い
く
。
皆
さ
ん
の
連
携
プ
レ
ー
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
会
が

成
長
発
展
で
き
る
よ
う
に
一
緒
に
頑
張
り
た
い
」
と
抱
負

を
述
べ
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
「
全
国
歴
史
研
究
会
」
吉
成
勇
代
表
等
か

ら
ご
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

終
了
後
、
吉
備
国
際
大
学
の
臼
井
洋
輔
教
授
に
よ
る
記

念
講
演
「
岡
山
文
化
に
秘
め
ら
れ
た
真
髄

－

後
楽
園
、
津

田
永
忠
か
ら
学
ぶ
」
の
後
、
先
生
を
囲
ん
で
後
楽
園
見
学

会
を
行
い
好
評
で
し
た
。

県
内
の
歴
史
愛
好
家
の
期
待
を
受
け
て
、
会
が
一
層
成

長
、
発
展
す
る
よ
う
役
員
一
同
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
事
務
局
長　

山
本　

敦
）

　
日
時
　
4
月
29
日
（
祝
日
）
14
時
〜

　
会
場
　
山
陽
新
聞
さ
ん
太
ホ
ー
ル

★
受
付
13
時
〜　

総
会
14
時
〜

★
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
15
時
〜

★
参
加
費　

無
料
（
一
般
の
方
の
参
加
歓
迎
）

◎
定
期
総
会
は
平
成
22
年
度
事
業
報
告
と
決
算
、
新
年
度

の
事
業
計
画
と
予
算(

案)

を
審
議
。

◎
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
岡
山
の
礎
を
語
る

－

宇

喜
多
家
か
ら
池
田
家
へ
」
を
、
次
の
四
名
の
パ
ネ
ラ
ー

に
よ
っ
て
開
催
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
天
野
勝
昭
会
長

清
水
　
男だ
ん

氏　

清
水
宗
治
兄
の
月
清
入
道
か
ら
16
代
目
で

総
社
商
工
会
議
所
会
頭
。
備
中
高
松
城
水
攻
め
の
お
話

と
伝
来
の
品
を
展
示

矢
野
紀
雄
氏　

関
ヶ
原
合
戦
後
、
宇
喜
多
秀
家
を
匿
っ
た

矢
野
五
郎
右
衛
門
の
直
系
子
孫
。
秀
家
ゆ
か
り
の
お
話

と
伝
来
の
品
を
展
示

乗
岡
　
実
氏　

岡
山
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
文
化
財
副

専
門
監
。
岡
山
城
発
掘
調
査
等
を
担
当

万
城
あ
き
氏　

岡
山
県
郷
土
文
化
財
団
研
究
員
。
後
楽
園

等
の
調
査
研
究

会
報
の
発
刊
に
あ
た
っ
て

　
　
　

会
長
　
天
野
勝
昭

平
成
二
十
三
年
度
定
期
総
会
の
ご
案
内
　

　
総
会
に
引
き
続
き
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

本
会
報
の
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
の
筆
文
字

は
書
画
・
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
菅

野
大
漸
氏
（
旧
賀
陽
町
上
竹
出
身
）

に
お
願
い
し
ま
し
た
。

設立総会で挨拶する

天野会長

岡
山
歴
史
研
究
会
設
立
総
会
の
報
告

百
二
十
一
人
の
参
加
を
得
て

盛
会
だ
っ
た
設
立
総
会
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岡
山
歴
史
研
究
会
の
設
立
総
会

を
記
念
し
て
吉
備
国
際
大
学
教
授

の
臼
井
先
生
に
「
岡
山
文
化
に
秘

め
ら
れ
た
真
髄

－

後
楽
園
、
津
田

永
忠
か
ら
学
ぶ
」
の
テ
ー
マ
で
講

演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
以

下
は
そ
の
要
約
で
す
。

岡
山
後
楽
園
は
岡
山
藩
主
、
池
田
綱
政

公
が
津
田
永
忠
に
命
じ
14
年
か
け
て
造
っ

た
日
本
三
名
園
の
一
つ
で
、
中
で
も
格
が

一
番
高
い
庭
園
で
あ
る
。

園
内
に
は
樹
種
が
多
く
貴
重
な
文
化
財

が
多
数
残
さ
れ
素
晴
ら
し
い
。
後
楽
園
は

奈
良
時
代
、
平
安
時
代
、
中
世
、
桃
山
時

代
、
大
名
庭
園
の
エ
キ
ス
が
含
ま
れ
日
本

庭
園
史
の
縮
図
に
な
っ
て
い
る
。

旭
川
の
５
km
上
流
か
ら
水
を
引
き
逆
サ

イ
フ
ォ
ン
式
通
水
管
で
旭
川
の
水
面
よ
り

４
ｍ
も
高
い
後
楽
園
に
水
を
引
き
、
そ
の

水
を
池
や
滝
に
上
手
に
利
用
し
た
曲
水
で

美
し
さ
を
捉
え
て
い
る
。

津
田
永
忠
が
残
し
た
数
々
の
仕
事
に
は

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
の
精
神
が
活
か
さ

れ
て
い
る
。

①
吉
備
津
彦
神
社
②
閑
谷
学
校
③
和わ

い意

谷だ
に

池
田
家
墓
所
④
田
原
井
堰
⑤
石
の
掛
樋

⑥
大
多
府
島
元
禄
防
波
堤
⑦
九
蟠
の
防
潮

堤
等
至
る
所
に
、
天
才
的
な
発
想
と
庶
民

の
知
恵
を
取
り
入
れ
、
子
孫
に
迷
惑
を
か

け
な
い
為
の
工
夫
が
見
え
な
い
と
こ
ろ
に

施
さ
れ
て
い
る
。

後
楽
園
は〈
岡
山
魂
〉〈
比
類
無
き
価
値
〉

〈
津
田
永
忠
の
哲
学
と
心
〉〈「
真
髄
」
と

「
粋
」
を
知
る
〉〈
こ
れ
か
ら
3
百
年
の
試

練
〉〈
我
々
を
鍛
え
る
〉。

岡
山
の
文
化
は
失
敗
か
ら
学
び
、
見
え

る
も
の
よ
り
見
え
な
い
も
の
に
価
値
を
見

出
し
、
世
の
中
に
不
要
な
も
の
な
ど
一
切

無
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
が
岡
山

後
楽
園
、
津
田
永
忠
か
ら
学
ぶ

－

岡
山
文

化
の
秘
め
た
真
髄
で
あ
る
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
文
責　

山
本
敦
）

会
長
　
天
野
勝
昭

顧
問
　
柴
田
　
一　

こ
れ
ま
で
県
内
の
歴
史
愛
好
家
団
体
等

の
デ
ー
タ
を
と
り
ま
と
め
た
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

岡
山
歴
史
研
究
会
は
多
く
の
愛
好
家
団

体
の
関
係
者
の
ご
参
加
に
よ
り
設
立
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
こ
れ
を
機
会
に
是
非
と
も

県
内
を
網
羅
し
た
団
体
リ
ス
ト
と
も
い
う

べ
き
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
完
成
さ
せ
、
そ
れ

を
活
用
し
て
、
各
団
体
が
連
携
プ
レ
ー
を

展
開
し
て
い
く
こ
と
が
全
国
へ
の
情
報
発

信
の
原
動
力
に
つ
な
が
り
、
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
岡
山
が
歴
史
の
宝
庫
で
あ
る
こ
と

を
、
改
め
て
全
国
の
愛
好
家
に
お
示
し
す

る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

す
で
に
多
く
の
愛
好
家
団
体
が
活
動
さ

れ
実
績
を
あ
げ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の

こ
と
を
更
に
全
国
に
情
報
発
信
す
る
こ
と

が
、
岡
山
エ
リ
ア
の
日
本
の
歴
史
に
お
け

る
重
要
性
を
訴
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
岡
山
歴
史
研
究
会
を

設
立
し
た
意
義
も
そ
こ
に
あ
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
。
県
下
で
初
め
て
の
試
み
に
、
お

手
数
を
か
け
ま
す
が
何
卒
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
す
こ
と
を
お
願
い
申
し
あ
げ
る
次
第

で
す
。

岡
山
歴
研
の
Ｈ
Ｐ
開
設
と
歴
史
愛
好
家

団
体
等
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
を
目
指
し

て
、
顧
問
野
崎
豊
、
運
営
委
員
楫
野
史
朗
、

遠
山
義
雄
、
鈴
鹿
真
一
の
各
氏
と
副
会
長

本
松
一
郎
の
5
名
で
検
討
会
を
設
け
て
検

討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

Ｈ
Ｐ
の
開
設
は
平
成
23
年
度
中
を
目

標
と
し
て
お
り
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成

は
今
後
調
査
票
を
作
成
し
、
そ
れ
を
関
係

団
体
等
に
回
答
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
更
に
Ｈ
Ｐ
と
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
作
成
と
管
理
に
ご
協
力
を
頂
け
る
方
を

募
っ
て
い
ま
す
の
で
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。（
副
会
長　

本
松
一
郎
）

 

設
立
総
会
記
念
講
演
　
臼
井
洋
輔
先
生

 
「
岡
山
文
化
に
秘
め
ら
れ
た
真
髄

 
 

－

後
楽
園
、
津
田
永
忠
か
ら
学
ぶ
」

講演中の臼井洋輔先生

歴
史
愛
好
家
団
体
等
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

作
成
に
つ
い
て
ご
協
力
を
!!

楽
し
み
な
が
ら
情
報
交
換
で
き
る

環
境
づ
く
り
検
討
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

『歴研』の書を元に肥松（縦 34㎝　横

139㎝）の板に手彫り漆塗りの立派な扁

額が完成し、事務局の看板として掲げま

した。原材料の板は運営委員の井上秀男

様の提供、彫刻は古屋野尚美様、漆塗り

は岡本謙二様です。心から感謝申しあげ

ます。（山本）
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宇
喜
多
家
史
談
会
が
設
立
さ
れ

た
の
は
平
成
十
三
年
十
一
月
で
す

が
、
そ
の
き
っ
か
け
は
平
成
九
年

の
岡
山
城
築
城
四
百
年
と
い
う
歴

史
の
節
目
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に

よ
っ
て
岡
山
の
礎
を
築
い
た
の
は
、

宇
喜
多
直
家
、
秀
家
父
子
に
よ
る
こ

と
が
本
格
的
に
市
民
に
、
そ
し
て
全

国
に
情
報
発
信
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
平
成
二
十
三
年
で
あ
り

ま
す
か
ら
、
会
の
発
足
か
ら
十
年
、

よ
く
続
い
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
十
年
間
の
会
の
活
動
を
顧
み
ま
す

と
第
一
に
、
年
に
一
度
の
総
会
、
会
場
は

就
実
大
学
の
附
属
図
書
館
、
事
業
報
告
、

会
計
報
告
に
続
い
て
講
演
を
行
い
ま
し

た
。第

二
は
年
に
二
回
の
宇
喜
多
家
史
談
会

会
報
の
発
刊
。
こ
れ
に
は
巻
頭
の
挨
拶
、

会
員
の
皆
様
の
調
査
・
研
究
の
報
告
、
発

掘
し
た
新
史
料
の
紹
介
、
宇
喜
多
家
ゆ
か

り
の
創
作
（
文
字
作
品
）、
そ
の
他
い
ろ

い
ろ
の
感
想
や
提
言
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
、
毎
号
に
ぎ
や
か
な
も
の
に
な
り
、
す

で
に
三
十
七
号
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

第
三
は
秀
家
ゆ
か
り
の
史
跡
め
ぐ
り
で

あ
り
ま
す
。
関
が
原
合
戦
の
戦
跡
、
秀
家

が
戦
い
に
破
れ
、
僅
か
の
家
来
と
共
に
逃

れ
た
伊
吹
山
の
矢
野
家
訪
問
、
秀
家
が
最

後
に
流
さ
れ
、
八
十
四
歳
の
生
涯
を
お
え

た
伊
豆
八
丈
島
へ
の
慰
霊
訪
問
、
秀
家
の

正
室
豪
姫
の
母
方
の
石
川
県
金
沢
な
ど
へ

足
を
運
ん
で
く
だ
さ
っ
た
方
も
多
か
っ

た
。そ

れ
に
し
て
も
宇
喜
多
家
の
歴
史
に
は

謎
が
多
い
よ
う
で
、
こ
れ
か
ら
の
研
修
会

で
疑
問
の
点
を
出
し
合
っ
て
今
後
、
調
査

研
究
を
深
め
て
い
っ
て
頂
き
た
く
希
望
し

て
お
り
ま
す
。
岡
山
歴
史
研
究
会
の
会
員

の
皆
様
か
ら
の
ご
参
加
も
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

吉
備
の
中
山
は
、
四
囲
を
水
田
に
囲
ま

れ
た
東
西
約
2
㎞
南
北
約
2.5
㎞
の
独
立
し

た
小
丘
陵
で
す
が
「
ま
が
ね
ふ
く
吉
備
の

中
山
帯
び
に
せ
る
細
谷
川
の
音
の
さ
や
け

さ
」
と
古
今
集
に
も
詠
ま
れ
、
古
か
ら
都

に
ま
で
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
小
丘

陵
に
は
、
日
本
最
古
の
前
方
後
円
墳
の
ひ

と
つ
と
も
考
え
ら
れ
る
矢
藤
治
山
古
墳
、

古
墳
時
代
初
期
の
大
型
前
方
後
円
墳
で
あ

る
宮
内
庁
管
理
の
中
山
茶
臼
山
古
墳
、
国

史
跡
の
尾
上
車
山
古
墳
、
石
棺
を
有
す
る

古
墳
時
代
後
期
の
石
舟
古
墳
等
が
あ
り
ま

す
。ほ

ぼ
真
ん
中
を
旧
備
前
国
と
備
中
国
の

国
境
と
し
た
こ
の
山
に
は
数
多
く
の
磐
座

や
古
代
の
祭
祀
場
が
存
在
し
昔
か
ら
神
奈

備
山
と
呼
ば
れ
、
旧
国
で
は
最
も
大
切
と

さ
れ
た
一
宮
が
、
備
前
国
は
東
麓
に
備
中

国
は
西
麓
に
鎮
座
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
文
化
財
と
豊
か
な
自
然
が
い
っ

ぱ
い
の
吉
備
の
中
山
を
私
た
ち
の
手
で
守

り
後
世
に
伝
え
た
い
、
ま
た
、
こ
こ
を
訪

ね
て
く
れ
る
人
々
の
期
待
に
応
え
た
い
と

開
始
し
た
吉
備
の
中
山
の
清
掃
活
動
は
、

素
晴
ら
し
い
仲
間
を
得
て
一
歩
一
歩
前
進

し
、活
動
の
輪
も
大
き
く
広
が
り
ま
し
た
。

地
域
の
歴
史
紹
介
・
お
正
月
の
獅
子
舞

演
舞
・
手
作
り
の
赤
米
甘
酒
の
販
売
・
諸

行
事
で
の
龍
王
太
鼓
の
演
奏
・
吉
備
津
彦

神
社
や
地
区
の
保
幼
稚
園
や
小
中
学
校
、

公
民
館
や
町
内
会
等
が
企
画
す
る
様
々
な

行
事
へ
の
協
働
な
ど
、「
吉
備
の
中
山
を

守
る
会
」
は
、
地
域
に
と
っ
て
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
存
在
に
成
長
発
展
し
て
き
た

と
自
負
し
て
い
ま
す
。
活
動
を
開
始
し
て

満
10
年
の
節
目
を
迎
え
た
今
、
更
に
精
進

を
重
ね
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

岡
山
の
礎
を
築
い
た
宇
喜
多
家
の
実
像
を
さ
ぐ
る　
（
当
会
顧
問　

柴
田　

一
）

〈宇喜多家史談会〉

古
代
か
ら
歴
史
を
見
つ
め
続
け
た
吉
備
の
中
山
を
伝
え
た
い　
（
当
会
顧
問　

熊
代
哲
士
）

グ
ル
ー
プ
紹
介

 http://kibinonakayama.com

〈吉備の中山を守る会〉

宇喜多家史談会秀家終焉地

訪問団の供養（H20.2 月）

http://kouchinji.net/

(3)
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岡山で初の歴史研究会全国大会　

吉備の国・岡山大会－記念講演と見学会－
平成 23年 10月 21・22・23日の三日間

岡山歴史研究会設立 1周年にあたる今秋、全国歴史研究会の第 27回全国大会として【吉備の国・岡山
大会】が開催されます。
第 1日目（200 名の予定：県外 120 名　県内 80 名）は岡山全日空ホテルで式典、記念講演、懇親会
を行います。第 2日目（120 名予定）、第 3日目（80名予定）はバスによる見学会となります。大会成
功に向けて 2月 26日東京本部から参加いただき、第 1回実行委員会を開催しました。全国歴史研究会本
部との役割分担で、県内大会参加者を募ることと併せて第 1日目の大会要員や見学会のガイド、サポー
ター、随行車等の要員が相当数必要となるため実行委員を募りますのでご協力をお願いします。
全国大会の概要（予定）は以下の通りです。
★第 1日目　10月 21日（金）全日空ホテル　午後 1時受付開始
【第 1部】 式典
【第 2部】 記念講演（演題は仮）
（1）全国第 4位の巨大古墳　造山古墳　
講師　新納 泉先生（岡山大学文学部教授）　

（2）岡山の礎－宇喜多家から池田家へ　
講師　柴田 一先生（当会顧問・就実大学名誉教授・前学長）

【第 3部】祝宴
★第 2日目　10月 22日（土）8時出発
見学会　古代吉備国と備中高松城址探訪　バス 3台予定
全日空ホテル→吉備津神社→造山古墳→備中高松城址→講話＆昼食→楯築遺跡→後楽園→ホテル
講話　備中高松城水攻め…清水宗治兄の子孫、清水　男氏
★第 3日目  10 月 23 日（日）8時出発
見学会  岡山藩郡代津田永忠の足跡と備前焼探訪　バス 2台予定
全日空ホテル→閑谷学校→講演＆昼食（備前焼伝統産業会館 3F）→史跡伊部南大窯巡り→備前長船
刀剣博物館→倉安川吉井水門（車窓から）→百間川（車窓から）→岡山城（解散式）　　　
講話  備前焼について…備前陶芸美術館学芸員 or 備前焼作家

◇
岡
山
歴
研
会
員
探
訪
会
案
内
◇

秋
中世山城「岩屋城址」の探訪
案内人＝山形省吾氏（当会顧問）　
　　　＝中世美作山城連絡協議会会員
予定日＝ 11月 26日（土）or 27 日
見　所＝当会の会員である北氏を中心
に整備が進んでいる岩屋城址（津山市
中北上）の登頂を目指します。秋の美
作路を堪能しましょう。
人気の宇喜多の陣城も案内します。
担当＝本松副会長

秋秋秋秋秋秋 春　

矢坂山（万成山・魚見山）界隈を探訪

案内人＝野崎豊氏（当会顧問）　

予定日＝ 5月 28日（土）or 29 日

見　所＝戦国時代金川の松田の拠点城

となった富山城跡や名前も珍しい北向

八幡宮など一般に知られていない隠れ

た磐座（いわくら）などを探訪します。

担当＝山崎副会長

春春編
集
後
記

●
岡
山
歴
史
研
究
会
の
初
め
て
の
会
報
『
歴
研

お
か
や
ま
』
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
後
、
会
員

の
皆
様
の
ご
意
見
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
な
が

ら
、充
実
し
た
会
報
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、投
稿
、寄
稿
等
も
歓
迎
い
た
し
ま
す
。（
編

集
委
員
会
一
同
）

設立総会に倉敷児島 ( 株 ) ベティスミ
ス会長大島邦雄氏（当会顧問）からヴィ
ンテージのジーンズ生地で作った旗を
寄贈いただきました。

岡
山
歴
研
の
旗
　
寄
贈


